
瓢
鮎
図
の
謎 

禅
文
化
の
精
神 

芳
澤
勝
弘 
２
０
０
５
／
１
０
／
２
１ 

於
福
井
工
業
大
学 

 

 

 

★★★
概概概
略略略   

大
相
公
（
足
利
義
持
）
の
命
に
よ
っ
て
、
大
巧
如
拙
（
生
没
年
不
詳
）
が
描
い
た

も
の
。
こ
れ
に
、
当
時
の
五
山
の
禅
僧
三
十
一
人
が
賛
詩
を
つ
け
て
い
る
。
応
永

年
間
（
一
四
〇
〇
年
こ
ろ
）
に
制
作
さ
れ
た
。
如
拙
の
下
に
は
周
文
が
、
そ
の
下

に
は
雪
舟
が
輩
出
し
た
た
め
、
美
術
史
の
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
水
墨
画
の
歴
史

の
な
か
で
、
「
記
念
的
作
品
」
と
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。 

如
拙
│
周
文
│
雪
舟 

 ★★★
「「「
五五五
山山山
文文文
学学学
」」」
ののの
時時時
代代代   

詩
文
至
上
主
義
。
そ
の
功
罪
。
日
本
文
化
の
創
出
。 

★★★
従従従
来来来
ののの
解解解
釈釈釈   

「
禪
の
公
案
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
」
。 

 

★★★
最最最
近近近
ののの
解解解
釈釈釈   

◎
大
西
廣
「
瓢
鮎
図
と
瓢
箪
の
呪
術
性
」 

「
三
十
一
人
の
お
坊
さ
ん
の
賛
を
通
読
」
し
て
分
か
る
こ
と
は
「
禅
の
教
訓
ど

こ
ろ
か
…
…
一
場
の
馬
鹿
騒
ぎ
が
演
じ
ら
れ
て
」
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
テ

ー
マ
は
「
瓢
箪
の
怪
異
、
瓢
箪
の
魔
力
」
。 

 

◎
島
尾
新
『
『
瓢
鮎
図―

ひ
ょ
う
た
ん
な
ま
ず
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
（
平

凡
社
） 

「
こ
れ
が
禅
の
公
案
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
」「〈
ひ
ょ
う
た
ん
で
な
ま
ず
を
お

さ
え
る
〉
か
ら
宗
教
的
な
意
味
を
引
き
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
」。 

 

◎
飯
島
吉
晴
『
一
つ
目
小
僧
と
瓢
箪
―
性
と
犠
牲
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』

（
新
曜
社
） 

「
如
拙
の
〈
瓢
鮎
図
〉
を
は
じ
め
、
大
津
絵
の
〈
瓢
箪
鮎
〉
、
歌
舞
伎
の
所
作

事
の
〈
瓢
箪
鮎
〉
や
安
政
二
年
の
大
地
震
直
後
の
〈
鮎
絵
〉
な
ど
に
、
瓢
箪
で

鯰
（
水
神
）
を
お
さ
え
る
構
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
。 

 

 

◎
吉
野
裕
子
「
如
拙
筆
『
瓢
鮎
図
』
の
推
理
」
（
琵
琶
湖
博
物
館
） 

男
は
足
利
義
満
、
ナ
マ
ズ
は
北
条
義
嗣
、
瓢
箪
は
天
、
竹
は
後
小
松
天
皇
と
い

っ
た
具
合
で
、
こ
の
絵
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
挫
折
し
た
義
満
の
皇
位
簒
奪

の
野
望
を
皮
肉
り
嘲
笑
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
。 

 

★★★
画画画
ととと
賛賛賛
ととと
ののの
関関関
係係係   

「「「無無無
声声声
詩詩詩
・・・
有有有
声声声
画画画
」」」

   
 

絵
は
声
の
な
い
詩
、
詩
は
声
の
あ
る
絵 

 

黄
庭
堅
「
次
韻
子
瞻
子
由
題
憩
寂
図
」
二
首
の
一
に
「淡
墨
写
出
無
声
詩
」
。 

蘇
東
坡
「
和
文
与
可
洋
川
園
池
」三
十
首
の
「
渓
光
亭
」
に
、
「
渓
光
自
古
無
人
画
、

憑
仗
新
詩
与
写
成
」。
施
元
之
注
に
「
『
古
詩
話
』
に
、
詩
人
、
画
を
以
て
無
声
詩
と

為
し
、
詩
を
有
声
画
と
為
す
」
。 

 

★★★
画画画
賛賛賛
ををを
読読読
みみみ
解解解
くくく
たたた
めめめ
ののの
キキキ
ーーー
ワワワ
ーーー
ドドド   

◎
「
鮎
魚
上
竹
竿
」 

『
帰
田
録
』 

 

梅
聖
兪
、
詩
を
以
て
名
を
知
ら
る
。
三
十
年
、
終
に
一
館
職
を
も
得
ず
。
晩

年
、
唐
書
を
修
す
る
に
与
（
あ
ず
）
か
る
。…

…

其
の
初
め
、
勅
を
受
け
て
唐

書
を
修
す
。
其
の
妻
の
刁
（
ち
ょ
う
）
氏
に
語
っ
て
曰
く
、
「
吾
れ
書
を
修
す

る
は
、〈
猢
猻
、
布
袋
に
入
る
〉
と
謂
っ
つ
可
し
」。
刁
氏
、
対
（
こ
た
）
え
て

曰
く
、「
君
の
仕
官
に
於
け
る
や
、
何
ぞ
〈
鮎
魚
、
竹
竿
に
上
る
〉
に
異
ら
ん
」。  

 

両両両
義義義
性性性
（（（
登登登
れれれ
るるる
・・・
登登登
れれれ
ななな
いいい
）））   

①
ナ
マ
ズ
は
竹
を
登
る
こ
と
が
で
き
な
い 

②
ナ
マ
ズ
は
竹
を
登
る
が
、
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
ぬ 

③
ハ
ヤ
ブ
サ
も
追
い
つ
け
ぬ
ス
ピ
ー
ド
で
登
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鮎
魚
上
竹
竿
、
俊
鶻
趕
不
及 

 

詩
四 

（
鄂
隠
）
慧
奯  

葫
蘆
葫
蘆
、
縮
項
坦
腹
（ 

葫
蘆

こ

ろ

、
葫
蘆

こ

ろ

、
縮
項

し
ゅ
く
こ
う

に
し
て
坦
腹
）  

擬
得
鮎
魚
、
待
跳
上
竹
（
鮎
魚
を
得
ん
と
擬ほっ
せ
ば
、
竹
に
跳
び
上
る
を
待
て
） 

【
訳
】（
瓢
箪
は
）
コ
ロ
コ
ロ
、（
鮎
は
）
短
首
で
太
腹
。  

鮎
を
つ
か
ま
え
る
な
ら
、（
鮎
が
）
竹
に
跳
び
上
が
る
の
を
待
て
。 

 

詩
六 

（
惟
忠
）
通
恕  

若
捺
不
得
、
飛
上
竹
竿 

（
若
し
捺お

さ

え
得
ず
ん
ば
、
竹
竿
に
飛
上
せ
ん
） 

【
訳
】
お
さ
え
込
め
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、（
そ
の
時
）
鮎
は
竹
竿
に
飛
び

上
が
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

 

詩
七 

（
太
白
）
真
玄  

竹
竿
路
滑
、
焉
得
鮎
魚 

（
竹
竿
路
滑

ろ 

か
つ

な
り
、
焉

い
ず
く

ん
ぞ
鮎
魚
を
得
ん
や
）  

【
訳
】
竹
は
ツ
ル
ツ
ル
（
鮎
が
登
れ
る
わ
け
が
な
い
）
、（
鮎
は
ヌ
ル
ヌ
ル
、
瓢
箪
で
）

抑
え
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。 

 

詩
二
一 

（
聖
徒
）
明
麟 

 

飜
然
却
上
竹
竿
去 

（
飜
然
と
し
て
却
っ
て
竹
竿
に
上
り
去
っ
て
） 

 

定
鼓
風
雷
飛
化
龍 

（
定
め
て
風
雷
を
鼓
し
て
飛
ん
で
龍
と
化
せ
ん
） 

 

【
訳
】
（
鮎
は
）
竹
に
登
っ
て
、
き
っ
と
風
雷
を
轟
か
せ
て
龍
と
化
す
だ
ろ
う
。 

 

詩
二
四 

（
独
鼎
）
中
挙  

竹
竿
頭
上
解
翻
身 

（
竹
竿
頭
上
、
身
を

翻
ひ
る
が
え

す
こ
と
を
解よ
く
す
）  

俊
鶻
如
何
趁
得
親 

（

俊

鶻

し
ゅ
ん
こ
つ

も
如
何
い
か
ん

か
趁お
い
得
て
親ちか
づ
か
ん
）  



【
訳
】（
登
れ
ぬ
筈
の
）
鮎
が
、
百
尺
竿
頭
の
て
っ
ぺ
ん
で
ト
ン
ボ
を
切
る
。（
竹
竿

を
登
る
早
さ
に
は
）
ハ
ヤ
ブ
サ
も
追
い
つ
け
ぬ
。 

 

◎
「
水
上
捺
葫
盧
」 

水
中
で
瓢
箪
を
お
さ
え
つ
け
て
も
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
と
ら
わ
れ

ず
転
々
自
在
な
こ
と
。 

「
心
の
あ
り
よ
う
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。 

『
碧
巌
録
』
四
十
三
則
、
本
則
評
唱
に
「
巌
頭
道
わ
く
、
水
上
の
葫
蘆
子
の
如

く
に
相
い
似
た
り
、
捺
著
す
れ
ば
便
ち
転
ず
」  

 

詩
八 

（
□
□
）
昌
慶  

瓢
上
塗
油
、
捺
鮎
急
流 

（
瓢
上
に
油
を
塗
り
、
鮎
を
急
流
に
捺お

さ

う
）  

捺
来
捺
去
、
捺
不
得
休 

（
捺お

さ

え
来
た
り
捺
え
去
り
、
捺
え
得
ず
し
て
休

き
ゅ
う

す
） 

【
訳
】
瓢
箪
に
油
を
塗
っ
て
ツ
ル
ツ
ル
に
し
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
、
急
流
に
泳

ぐ
鮎
を
抑
え
る
。
あ
っ
ち
か
ら
抑
え
、
こ
っ
ち
へ
と
抑
え
る
。（
結
局
）
抑
え
ら

れ
ぬ
と
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
（
求
め
る
心
は
）
止
む
。 

 

詩
九 

（
西
胤
）
俊
承  

按
鮎
何
所
図
、
用
箇
大
葫
蘆  

（
鮎
を
按お

さ

う
る
に
、
何
の
所
図

つ

も

り

ぞ
、
箇
の
大だい
葫
蘆
こ

ろ

を
用
う
）  

【
訳
】
鮎
を
抑
え
る
の
に
、
何
の
つ
も
り
で
大
瓢
箪
を
使
う
の
か
。 

 

★★★
禅禅禅
ははは
仏仏仏
心心心
宗宗宗   

「「「
覓覓覓
心心心
不不不
可可可
得得得
」」」   

達
磨
と
二
祖
慧
可

え

か

（
神
光
）
の
問
答
（
『
伝
灯
録
』
巻
三
、
達
磨
章
）
。 

 

光
曰
く
、
諸
仏
の
法
印
、
聞
く
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
。 

 

師
曰
く
、
諸
仏
の
法
印
は
人
よ
り
得
る
に
匪あ

ら

ず
。 

 

光
曰
く
、
我
が
心
未
だ
寧や

す

か
ら
ず
、
乞
う
師
、
与た

め

に
安
ん
ぜ
よ
。 

 

師
曰
く
、
心
を
将も

ち
来
た
れ
、
汝
が
与た

め

に
安
ん
ぜ
ん
（
将
心
来
与
汝
安
）
。 

 

曰
く
、
心
を
覓も

と

む
る
に
了つ

い

に
得
可
か
ら
ず
（
覓
心
了
不
可
得
）
。 

 

師
曰
く
、
我
れ
汝
が
与た

め

に
心
を
安
ん
じ
竟お

わ

ん
ぬ
（
我
与
汝
安
心
竟
）
。 

 

こ
の
問
答
に
よ
っ
て
、
二
祖
慧
可
は
達
磨
か
ら
付
法
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
が
禅
宗
の
始
ま
り
と
な
る
。
以
降
、
禅
宗
に
お
い
て
は
常
に
こ
の
心
が
問
題

と
な
る
。 

禅
は
仏
の
心
印
を
直
伝
す
る
宗
旨
で
あ
る
ゆ
え
に
仏
心
宗
と
い
わ
れ
る
。
「
禅

と
は
心
の
名
な
り
、
心
と
は
禅
の
体
な
り
」
と
も
い
わ
れ
る
。
禅
の
テ
ー
マ
は

つ
ね
に
心
で
あ
る
。 

「
瓢
鮎
図
」
の
テ
ー
マ
は
何
か
。
心
で
あ
る
。
と
ら
え
が
た
い
心
（
鮎
）
を
、

と
ら
え
が
た
い
心
（
瓢
箪
）
で
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 

★★★
手手手
ののの
描描描
かかか
れれれ
方方方   

 
 ①

「
瓢
箪
を
持
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
を
描
い
た
の
だ
が
、
う
ま
く
表
現
で
き
な

か
っ
た
。  

②
「
瓢
箪
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た 

 

★★★
水水水
墨墨墨
画画画
ののの
山山山
水水水
ははは
何何何
かかか   

小
林
秀
雄
「
私
の
人
生
観
」  

山
水
は
徒
ら
に
外
部
に
存
す
る
の
で
は
な
い
、
寧
ろ
山
水
は
胸
中
に
あ
る
の
だ
、

と
い
う
確
信
が
も
し
彼
等
に
な
か
っ
た
ら
、
何
事
も
起
り
得
な
か
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
彼
等
に
は
画
筆
と
と
も
に
禅
家
の
観
法
の
工
夫

が
あ
っ
た
。 

画
筆
を
と
っ
て
写
す
事
の
出
来
る
自
然
と
い
う
モ
デ
ル
が
眼
前
に
チ
ラ
チ
ラ

し
て
い
る
な
ど
と
い
う
事
は
何
事
で
も
な
い
。 

自
然
観
と
は
真
如
観
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
真
如
と
い
う
言
葉
は
、
か
く
の

如
く
在
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

何
と
も
名
附
け
よ
う
の
な
い
か
く
の
如
く
在
る
も
の
が
、
わ
れ
わ
れ
を
取
巻

い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
皮
膚
に
触
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
血
を
通
わ
せ
て
く
る
ほ

ど
、
し
っ
く
り
取
巻
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
こ
そ
こ
の
山
が
見
え
た
り
、

ど
こ
そ
こ
の
川
を
眺
め
る
と
い
う
よ
う
な
な
こ
と
で
は
な
い
。  

 ★★★
「「「
胸胸胸
中中中
ののの
山山山
水水水
」」」 

蘇
東
坡
詩
（
郷
里
を
思
う
気
持
ち
） 

頼
我
胸
中
有
佳
處
（
頼
い
に
我
が
胸
中
に
佳
處
有
り
） 

一
樽
時
對
畫
圖
開
（
一
樽
、
時
に
画
図
に
対
し
て
開
く
） 

 

與
可
畫
竹
時
、
胸
中
有
成
竹
（
与
可
、
竹
を
画
く
時
、
胸
中
に
成
竹
有
り
） 

 

★★★
「「「
心心心
」」」
ととと
ははは
何何何
かかか   

『
猿
法
語
』（
宝
暦
年
中
刊
） 

 

一
心
と
い
ふ
は
、
人
ば
か
り
一
心
に
て
は
な
し
。
元
来
、
天
地
も
草
木
も
、
雨

も
雲
雷
も
、
地
水
火
風
も
、
人
間
畜
生
、
天
上
地
獄
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
、
皆
、

一
心
性
な
り
。 

★★★
「「「
瓢瓢瓢
鮎鮎鮎
図図図
」」」
画画画
賛賛賛
ののの
意意意
味味味   

禅
僧
た
ち
の
言
葉
遊
び
に
よ
る
「
馬
鹿
騒
ぎ
」
で
は
な
い
。
ま
た
新
し
い

表
現
様
式
（
新
様
）
を
目
的
と
し
た
実
験
的
絵
画
と
い
う
の
で
も
な
い
。

ま
し
て
や
呪
術
や
、
政
治
批
判
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

禅
の
根
本
的
な
世
界
観
を
絵
画
と
詩
で
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。  

心
の
あ
り
さ
ま
、
法
性
を
、
瓢
箪
と
ナ
マ
ズ
と
い
う
象
徴
、
お
よ
び
山
水

画
で
あ
ら
わ
し
た
、
画
期
的
な
も
の
。 

こ
の
よ
う
な
、
禅
の
発
想
か
ら
出
る
「
禅
画
」
は
江
戸
中
期
の
白
隠
慧
鶴

に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
多
彩
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

【
参
考
】 

芳
澤
勝
弘
『
瓢
鮎
図
・
再
考
』 

http://iriz.hanazono.ac.jp/fram
e/k_room

_f3.htm
l  

芳
澤
勝
弘
『
白
隠
│
禅
画
の
世
界
』
（
中
公
新
書
） 


